
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実
・端末の持ち帰りによる家庭学習の実施
・児童の発達段階に応じた課題（低学年、中学年・高学年）

米子市立車尾小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

①端末の持ち帰りによる家庭学習の実施

低、中・高学年に分けて作成した「使用のきまり」を全校児
童が１人１台端末の壁紙にし、学校でも家庭でも情報モ
ラルを意識して使用できるようにしている。

②１人１台端末の使用のきまりについて

児童の発達段階や学習の進度に応じて課題
を出し、週１回程度はタブレットの持ち帰りを
実施した。

学習内容の例
・キーボード練習
・漢字
・計算
・算数（身の回りの小数を写真で記録）
・算数（身の回りの立方体・直方体を

写真で記録）
・家庭科（調理実習記録）
など

低学年 中学年・高学年

各家庭で身の回りにある小
数を探し、撮った写真を
Jamboardに貼り付けて
提出するようにした。

提出したドライブをリンク
で貼り付けて共有した。

自分のレベルに合わせてタ
イピングの基礎を学ぶこと
ができ、子どもたちは意欲
的に取り組んでいる。

学校教育情報処理研究会が作
成したソフトを活用。


